
ンンンンンンンンン 諸ヽンヽ諸
神栖とのサービス格差解消に全カ

身の丈にあった
財 政 運 営 で

バ
ブ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は

「
財
政

の
プ

ロ
」
を
自
称
す
る
市
長

の
４
年
間

の
財

政
運
営

に
よ

っ
て
、
国
民
健
康
保
険
料
を
は
じ
め
と
す

る
公
共
料
金
は
次

々
に
値
上
げ
さ
れ
、
市
民
サ
ー
ビ

ス

は
切
り
下
げ
ら
れ

て
き
ま
し
た
。
青
少
協
な
ど
、
民
間

の
活
動
を
応
援
す
る
補
助
金
も
削
り
続
け
ら
れ

て
き
ま

し
た
。
神
栖
市
と
の
サ
ー
ビ

ス
格
差
は
広
が
り
、
公
共

料
金
が
安

く
福
祉

や
子
育

て
支
援

の
手
厚

い
神

栖

へ
、

銚
子
か
ら

の
移
住
が
続

い
て
い
ま
す
。

こ
れ
が

「
財
政

の
プ

回
」

の
成
果
な
の
で
し

ょ
う
か
。

一
方
、
少
子
化
が
進
む
中

で

「
過
剰
」
と
も
層
わ
れ

る
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
が
、
津
波
や
洪
水

の
危
険
性

の

一局
い
民
有
地
を
購
入
し
て
作
ら
れ
る
な
ど
、
将
来
展
望

を
無
視
し
た
箱
物
づ

く
り
に
よ

っ
て
銚
子
市

の
借
金
は

膨
ら

み
続
け
て
い
ま
す
。
地
方
債
現
在
高
は
３
２
３
億

円

に
達

し
、

神
栖

市

（
１
９

９
億

円
）

の
１
１
・
倍
。

企

業

会

計

・
特

別
会

計

を
加

え

た
銚

子
市

の
借

生
は

５
４
０
億
円
に
お
よ
び
、
市
民

１
人
あ
た
り
７
′
力
円

の
借
金
を
し
て
い
る
計
算

で
す
。
市

の
財
政
を
圧

追
す

る
大
き
な
要
因
に
な

っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
次

”
去
約

で
は
、
多
額

の
借
金
を
せ
ま
る
バ
ブ

ル
計
画
が

Ｆ二
白
押

し
で
す
。

こ
の
ま

ま
、
豪

華
市

役
所

の
建

設
や
バ
ブ

‐，
プ

ロ

ジ

ェ
ク
ト
に
お
金
を

つ
ぎ
込
み
続
け
る
の
か

？
，
転

の

健
全
化
を
図
り
、
公
共
料
金

の
値
上
げ
を
抑
え
、
神
栖

市
と

の
サ
ー
ビ

ス
格
差
是
正
に
取
り
組
む

の
か
。
　

　

一

戦

い

て
す
。

い

ら
な
い
,

‐ ~ 静

１

月

３‐

日
、

Ｎ

Ｈ

Ｋ

テ

レ

ビ
で
放
送
さ
れ
た

「
プ

ロ
ジ

ェ

ク

ト

２

０

３

０

ｏ
人

□
移

動

を

〃
子
育

て
″
が
決
め
る
」
は

銚

子

市

民

に

と

っ
て

衝

撃

的

な

内

容

で

し

た
。

子

育

て

支

援
や
福
祉
な
ど

の

「
行
政
サ

ー

ビ

ス
格

差

」

に

よ

っ
て
銚

子

か

ら

神

栖

へ
次

々

と

人

々

が

移

り

住

み
、

銚

子

の

人

回
流

出

が

続

い

て

い

る

実

態

が

取

り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

人

回
移

動

の

理

由

と

し

て

着

目

し

た

の

が

「
子

育

て

の

し

や

す

さ

」

で

す
。

神

栖

市

は

銚

子

市

に

比

べ
て
、

保

育

所

の

保

育

料

が

２

割

安

く

２

人

目

は

半

額
、

３

人

目

は

無

条

件

で

無

料
じ

子

ど

も

の

医

療

費

助

成

も

銚

子

市

が

小

学

３

年

生

ま

で

に

限

ら

れ

て

い

る

の

に

対

し

て
、

神

栖

市

は

中

学

３

年

生

ま

で

だ

と

報

じ

ら
れ
ま
し
た
っ

学

校

給

食

費

（
月

額

）

は

小

学

校

が

銚

子

４

１

５

０

円

に
対

し

て
神

栖

２
２

０
０

円
、

中

学

校

は

銚

子

４

８

７

０

円

に
対

し

て
神

栖

２

４
０

０
円
。

神

栖

市

の

給

食

費

は

銚

子

市

の
ほ
ぼ
半
額

で
す
。

年

間

の

国

界

健

康

保

険

料

（
給
与
収
入
３
２
０
万
円
）
は
、

釧

子

市

の

４

０

万

に

に

汽

し

て

神

栖

市

は

３

５

万

円
。

神

栖

市

で

は

６

０

歳

以

上

の
市

民

に

「
福

祉

パ

ス
」

が

発

行

さ

れ
、

民

間

バ

ス

の
利

用

が

無
料

に
な
り
ま
す
。

番

組

で

は
、

４

世

代

で

銚

子

か

ら

神

栖

へ
移

住

し

た

一

家

へ
の

イ

ン
タ

ビ

ュ
ー
も

紹

介

さ

れ
、

「
年

寄

り

の

面

倒

を

み

て

く

れ

る

神

栖

市

へ
早

く
来

た
か

っ
た

一
「
神

栖
市

の

福

祉

が

頭

に

あ

っ
て

こ

ち

ら

に

来

た

」

と

話

し

て

い

ま

し

た
。

Ｍ

年

後

の

２

０

３

０

年

に
神

栖

市

の

人

口
は

今

よ

り

４
０
０
０
人
進
肛
、
逆
に
釧
子

市

は

３０

％

減

少

し

４

万

８

千

人

を

下

回

る

と

い

う

推

定

も

示
さ
れ
ま
し
た
。

ｉ
　

　

　

で

す
。

少

し

で

も

公

共

料

金

が

安

く
、

福

祉

サ

ー
ビ

ス
が
充
実

し

て

い
て
、

子

育

て

し

や

す

い

町

を

選

ん

で

移

り

住

む
。

そ

れ

は

住

民

の

当

然

の

選

択

で

す
。
　
一
歩

で

も

神

栖

市

の

サ

ー

ビ

ス
水

準

に

近

づ

け

る

よ

う

に

懸

命

の

努

力

を

続

け

な

け

れ

ば

な

り
ま
せ
ん
。

一
方

で
、

強

固

な

地

盤

や

高

台

の

安

全

性

、

治

安

の
良

さ

な

ど
、　
」

素

晴

ら

し

い
銚

子

に

住

ん

で

い

た

だ

く

た

め

に

も
、

身

の

丈

を

超

え

た

箱

物

づ

く

り

や

、

オ

ト

モ

ダ

チ

ヘ

の

利

益

供

与

と

思

わ

れ

る

よ

う

な

支

出

は

や

め

、

財

政

の

健

全

化

を

図

ら

な

け

れ

ば

な

り

ま

せ

ん

っ

か

つ

て

は

数

十

億

円

あ

っ

た

市

の

貯

金

、

財

政

調

整

基

金

は

今

で

は

４

千

万

円

に

な

り

、

国

民

宿

舎

の

売

却

を

ア

テ

に

し

な

け

れ

ば

、

予

算

も

組

め

な

い

状

態

で

す

っ

ハ

コ

モ

ノ

が

す

べ

て

悪

い

と

言

っ

て

い

る

の

で

は

あ

り

ま

せ

ん

。

体

育

館

や

学

校

の

建

て

替

え

の

時

期

は

来

て

い

ま

す

じ

必

要

な

ハ

コ

モ

ノ

は

中

期

。
長

期

の

計

画

を

建

て

て

、

グ

ラ

ン

ド

デ

ザ

イ

ン

を

描

い

て

、

整

備

を

進

め

て

い

く

べ

き

で

す

。

し

か

し

銚

子

の

財

政

の

実

力

を

超

え

て

作

り

続

け

る

こ

と

は

あ

き

ら

め

る

べ

き

で

す

。

し

な

が

ら

、

「
赤

字

補

て

ん

は

青

天

丼

」

と

言

い

続

け

て

き

た

市

長

の

金

銭

感

覚

は

驚

く

ば

か

り

で

す

っ

病

院

を

し

っ

か

り

と

維

持

し

な

が

ら

、

赤

字

額

を

少

し

で

も

削

減

す

る

努

力

が

求

め

ら

れ

る

の

は

当

然

の

こ

と

で

す

。

そ

の

お

金

を

！・
　

　

　

　

　

あ

て

て

い

き

た

い

，

市

役

所

と

消

防

庁

舎

の

新

案

に

つ

い

て

も

、

移

転

場

所

や

耐

震

補

強

の

可

能

性

も

含

め

て

精

査

す

る

必

要

が

あ

り

ま

す

。

建

て

る

と

し

て

も

、

簡

素

で

合

理

的

な

市

民

の

理

解

を

得

ら

れ

る

市

役

所

で

あ

る

べ

き

で

す

ぃ

学

校

統

合

の

ス

ケ

ジ

ュ

ー

ル

に

日

付

を

入

れ

、

下

水

道

計

画

の

見

直

し

に

も

メ

ス

を

入

れ

て

い

き

ま

す

。

税

金

（
お

か

ね

）

の

使

い

道

を

変

力
）
る

銚

子

市

立

病

院

に

年

間

　

泣座
択

を

す

る

時

が

、

今

、

来

１

０

億

円

の

補

助

金

を

支

出

　

て

い

ま

す

。

中十
す森親
与

サ
ー
ビ
ス
格
差
で
町
を
選
ぶ

鈴
人
簿
流
畠

銚子市 神栖市

小学校給食費 (月 ) 4 , 1 5 0 円 2 , 2 0 0 円

中学校給食費 (月 ) 4 , 8 7 0 円 2 , 4 0 0 円

子ども医療費助成 小学校 3年 生まで 中学校卒業まで

保 育  料

銚子市より2割安い

2人 目は半額、 3人

目は無条件で無料

国民健康保険料
米給与収入 3 2 0万 円

4 0 万 3 7 9 9 円 3 5万 2 2 0 0円

福祉バス 60歳 以上はバス無井:

妊娠 ・出産祝い な し 子 1人 ごとに 2万 円

チャイルドシート支援 な し あ り

住民票交付手数料 3 0 0 円 2 0 0 円

下水道料金 (20111) 2 , 4 1 5 円 2 , 2 0 5 円



押紳拶紛と欝虚の締畿ぎにン鞭

医師や子どもたちを傷つける広報・ブログ
<静長のつぼや裁
一中ヽと中の中学2年生か海外

研修の帰国報告に来た,八中は2

年生かいないのと、直前の風邪て1

人辞退したためとて、総勢13人

同席した保護者や引率教員に生

徒の成長を印象付け向学′亡ヽを神1激

するため、質問をrstっけてみた,

1 ′ スヽポート(旅券)を持ったのは

初めて? は い、 ハ スーボートは

とう訳せる? わ かんない 野t、すか

しいなあ、と正直な顔た 答 i通信

証‐港 ハスボートは誰か発行者?

わかんない ′ヤスポートには何て

書いてある? わ かんない|そうた、

書たちは無和たか、それを自党した

たけ賢い 答 1 日本国民てある本

を与

請す

外務

ら太

はな

2

の ;

ン カ

ん な

師子

ラと

3

と思

の 意

！
じ

げ

ナ

ヴ

声

ヌ

ｔ・・

を

キ

ャ

ッ
チ

フ

レ

ー
ズ

に

し

て

い
る
市

長

が
先
頭

に
立

っ
て
、

市

の

広

報

で
中

学

生

や

女

性

を

傷

つ
け
、

イ

ン

タ

ー
ネ

ッ

ト

で

医

師

や

市

民

の
陳

情

者

を

の

の

し

る

政

治

は

一
一
■

「　
■
一
一
！　
■
，　
　
　
ツ　
．一
一
ｉｆ
　
ｉ″
　
十■
十
！
．

■

！ｉ
ｆ

■

】

自

分

に

逆

ら

う

人

、

異

議

を

唱

え

る

人

を

徹

底

的

に

攻

撃

し

て

き

ま

し

た

。

み

ず

か

ら

対

立

を

つ

く

り

、

対

立

を

あ

お

り

、

自

分

の

正

当

性

だ

け

を

ア

ピ

ー

ル

す

る

、

反

対

意

見

を

許

さ

な

い

恐

怖

政

治

そ

の

も

の

で

す

。

市

民

が

恐

怖

を

感

じ

ず

に

物

が

言

え

る

、

正

当

な

権

利

と

し

て

陳

情

が

で

き

る

、

あ

た

り

前

の

健

全

な

民

主

主

義

を

銚

子

に

取

り

戻

し

た

い

。

市

長

の

政

治

姿

勢

そ

の

も

の

を

問

う

戦

い

で

す

。

陰

険

陰

湿

な

弱

い

者

い

じ

め

の

政

治

で

は

な

く

、

出

ｆ

≡

‐
―≡！
■

だ

、

「
品
格
異
常
陳
情
者
」

「暴
力
医
師
」

．材

ｔ
■中

学
生
に

「
君
た
ち
は
無
知
だ
」

一
昨

年

６

月

、

病

院

経

営

　

Ｌ

！

で

有

名

だ

、

，
！
呆

力

玉

を

健

全

化

し

て

欲

し

い

、

理

　

十”

，
と

攻

撃

し

ま

し

た

。

人

事

報

酬

を

透

明

化

し

て

欲

し

　

を

傷

つ

け

て

も

平

気

で

、

傷

い

、

病

院

に

対

す

る

市

の

監

　

つ

け

て

い

る

こ

と

さ

え

感

じ

査

を

行

な

っ

て

欲

し

い

と

い

　

な

い

、

決

し

て

謝

モ

な

い

．

う

陳

情

を

出

し

た

一
般

市

民

　

斐奏

蚕
の

一
般

質

問

に

も

「
ブ

に

対

し

て

、

市

長

が

暴

言

を

　

ロ

グ

の

こ

と

は

ブ

ロ

グ

で

答

浴

び

せ

ま

し

た

。

実

名

を

呼

　

チえ
る

と

い

う

ル

ー

ル

が

あ

る

一

び

捨

て

に

し

て

　

，！！一
伴

〓

卜

　

と

言

っ

て

、

い

一
さ

い

答

え

！や

ヽ

十
一
　

一

ｉ
‐
…
…

ｔ

一・■

一　

と

イ

　

ま

せ

ん

で

し

た

（

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

に

書

き

込

み

ま

し

た
。

病

院

再

開

に

貢

献

し

た

銚

子

市

立

病

院

初

代

院

長

の
笠

井

源

吾

先

生

を

「
十

税

金

を

使

っ

た

■

の

広

報

「
市

長

の

つ

ぶ

や

千

一

で

は

、

女

性

議

員

の

眉

ｉ

わ

一
工
担

！

吉

”ほ
　

と

表

現

っ

シ

ン
ガ

ポ

ー

ル

ヘ
行

っ
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対話集会開催中 !
青年館などで対話集会を開催 しています。気軽にご参加 くださ

い。町内や各種団体での開催希望も受け付けています。お問い

合わせは後援会事務所 (な3 0二 3 6 1 5 )ま で。

対話集会の主な 日程 ( 予定 )

■ 3月 9日 (土) 1 5 時  外 川青年館 (外川 4丁 目)

■ 3月 1 0 日 (日) 1 5 時  長 崎町青年館

■ 3月 1 0 日 (日) 1 8 時 3 0 分豊里地区コミセン

■ 3月 1 1 日 (月) 1 9 時  愛 宕町青年館

■ 3月 1 2 日 (火) 1 8 時 3 0 分  笠 上町第
一青年館

■ 3月 1 4 日 (本) 1 8 時 3 0 分  黒 生町青年館

■ 3月 1 5 日 (金) 1 8 時 3 0 分  勤 労 コミセン

■ 3月 1 6 日 (土) 1 5 時  北 小川町青年館

■ 3月 1 6 日 (土) 1 8 時 3 0 分  四 国市場町青年館

■ 3月 1 8 日 (月) 1 8 時 3 0 分  川 回町青年館

■ 3月 1 9 日 (火) 1 8 時 3 0 分  西 部地区コミセン

■ 3月 2 0 日 (水) 1 8 時 3 0 分  長 塚東青年館

■ 3月 2 1 日 (木) 1 8 時 3 0 分  東 部地区コミセン

■ 3月 2 2 日 (金) 1 8 時 3 0 分  市 民センター

■ 3月 2 3 日 (土) 1 5 時  長 塚町青年館

■ 3月 2 4 日 (日) 1 6 時 3 0 分  西 小川町青年館

■ 3月 2 5 日 (月) 1 8 時 3 0 分  海 鹿島町青年館

■ 3月 2 6 日 (火) 1 8 時 3 0 分  尾 永井青年館

■ 4月 7日 (日) 1 9 時  余 山町青年館
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決起大会のご案 内 !
S t  r 市政の 立て「r i しをめざし、決起大会を

開供 しますの
' どなたでもご参加l できます。

■ l!い寺  3メ 31711(11)

午後 2時 30分 開場、3時 開始

日会場  銚 r プ ラザホテル

■参加! 費 1 , 0 0 0 円
■お問い合わせな 3 0 - 3 6 1 5

【越川信一 略歴】

◆昭和 3 6年1 1月1 9日生まれ

◆春日小学校、銚子四中、市立鋤t子高校卒

◆昭和 5 6年 度応義塾大学経済学部入学
・社会保障論 ・生活構造論専攻
・5 8年 同新聞研究所入所   十

◆昭和6 0年 慶 応義塾大学卒業、開日本

リース入社

◆昭和6 2年 欄 日本リース退社、大衆日

報社入社

◆平成 1 9年～2 5年2月 銚 子市議会議員

◆元銚子青年会議所理事長

◆元銚子商工会議所青年部理事

◆元市立翻t子高校保護者部会長、後援会副

会長、学校評議員

◆元銚子市立春日小学校P T A会 長

◆元掛t子市広報広聴協議会委員

◆翻t子市立第四中学校P T A会 長

銚子市松本町の海岸通 り (セブンイ レブン前)

に後援会事務所を開設 しました。
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